
Ⅰ．はじめに

　キノコ栽培に使用される成型駒はノコクズ種菌を培養し棒駒型

のパックに詰めて，一枚のシートにおさめ，スチロールの蓋がと

りつけてあるもので，ノコクズ種菌の活着性，種駒の省力性の長

所を持っていると言われている（�）。成型駒を使用した原木シ

イタケ栽培では初期には種菌の部分から品質的に優れた子実体が

発生することから，鬼肌や樹皮の厚い低質材と言われる原木の利

用もでき，また種菌を多く接種することで接種後約８ケ月で子実

体の発生が見込まれる（�）。そのため，地域によってはこの成

型駒を多くの生産者が使用している。しかしながら，この成型駒

を使用した原木シイタケ栽培についての調査や報告は少なく，そ

の栽培特性等について十分解明されているとは言えない。今回は

成型駒の多孔植菌について，いくつかの知見を得たので報告す

る。　

　　

Ⅱ．材料及び方法

　購入したクヌギ原木に，市販されている高温性品種の菌興６９５

の成型駒を表－１に示すように植菌数を変えて接種した。接種後，

直ちにセンター内のシイタケ発生ハウスで約１ケ月間仮伏せをし

たのち，林内に伏せ込んだ。そして，表－２に示す時期に浸水し，

発生した子実体の収量を測定した。また，子実体採取はその発生

部位（植菌孔部，樹皮部）に分けて行った。

Ⅲ．結果と考察

　１．収量比較

　図－１に供試ほだ木の２７本当たりと１m３当たりの子実体発生

量を示す。ほだ木の本数当たりでは植菌数が多いほど発生量は増

加し，９６個区では４８個区に比べ約１．５倍多かったが，単位材積当

たりでは変わらなかった。同じ径級の原木で植菌数の違いによる

子実体収量の増加率を比較すると，３６個区と比べて４８個区は約

１．４倍増加したのに対し，７２個区では約１．５倍と増加率は鈍化した。

これらのことから，植菌数が増えるに従って収量も増加するもの

の，同じ径級の原木では収量が増加する限界の植菌数があること

が示唆された。

　次に，浸水回次ごとの植菌孔からの子実体発生率の推移を図－

２に，同じく成型駒使用率（当初植菌した成型駒のうち，子実体

発生のみられた駒の割合を成型駒使用率とした）を図－３に示す。

各試験区とも３回目の発生では植菌孔からの子実体の発生率は減

少し，樹皮部からの発生が増加する傾向を示したが，植菌数の多

い７２個区，９６個区のほだ木では４回目の浸水でも約９０％以上の子

実体が植菌孔から発生したのに対し，植菌数が少ない３６個区，４８

個区のほだ木は４回目の浸水には植菌孔からの子実体の発生率が

約７５％に減少した。このように植菌数を多くすることで，植菌孔
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原木シイタケ栽培で使用されている成型駒の多孔植菌効果について，クヌギ原木１本当たりの植菌数を３６個，４８個，７２個，９６個に変えた

４試験区で子実体の発生形態や収量比較及び植菌経費面を含めた収益性の比較をおこなった。その結果，以下のことがわかった。

　１）植菌数が増えるに従って１本当たりの子実体の収量も増加するが，原木の大きさによって最大の収量を生む限界植菌数があること

が示唆された。

　２）植菌数が増えることで，植菌孔からの子実体の発生率が高まることがわかった。

　３）植菌数が変わっても，成型駒の使用率に大きな違いはなかった。

　４）原木の大きさによって最大の利益を生む最適植菌数があるが，これは最大収量を生む植菌数とは一致しないことが示唆された。

表－１．供試ほだ木（樹種：クヌギ，種菌：菌興６９５）
材積（m３）径級（cm）原木数種菌接種数
０．１５３８～９２７本３６個区
〃〃〃４８個区
〃〃〃７２個区
０．２２５１０～１１〃９６個区

－多孔植菌の効果－

表－２．浸水時期と時間
浸水時間浸水時期浸水回次
１時間H１０．１０．２０第１回
２時間H１０．１１．９第２回
８時間H１１．５．１２第３回
６時間H１１．９．１１第４回

速　報



からの子実体の発生率を維持できることが示唆された。また，合

計４回の浸水発生での成型駒の使用率は各試験区とも約６０％とな

り，植菌数の違いによる差はあまり見られなかった。

　２．収益性比較

　多孔植菌を行うことによる原木代，成型駒代，植菌手間の各経

費の増加と収量増に伴う収益の増加により，各試験区間の収益性

の比較を行った。その結果を表－３に示す。成型駒は１個当たり

２．８円，原木代は１m３当たり２０，０００円，植菌手間は男性１人，女

性２人で駒１個当たり１．３３円，子実体は１個当たり１８g，１５円で

積算した。その結果，今回行った試験で１m３当たりの収益性が

最も高くなったのは，ほだ木１本当たりの収量が最も多かった９６

個区や単位材積当たりの収量が最も多かった７２個区ではなく，４８

個区であった。このことから，成型駒による多孔植菌を行う場合

の植菌数の決定は，収益性まで考慮することが大変重要であると

考えられた。

Ⅳ．おわりに

　これまでに成型駒の多孔植菌効果として，ほだ化の促進や収量

増加が報告されている（�，�）が，今回行った試験では新たに原

木の大きさに応じて最大の収量や収益性を生む限界植菌数や最適

植菌数があることが示唆された。成型駒は種駒に比べると乾燥し

やすいといったことや特定の害虫の被害を受けやすいといった問

題もある。しかしながら，この成型駒の多孔植菌は原木シイタケ

の品質や生産性の向上に役立つ技術であると思われる。今後はさ

らに浸水・発生の回数を重ねた場合の収量やクヌギ・コナラ別の

多孔植菌効果の違いを比較検討していきたいと考えている。
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表－３．植菌数別収益性比較（菌興６９５）
単位：m３，本，g，円

積算基礎９６個区７２個区４８個区３６個区項目
０．２２５
１２０

０．１５３
１７６

０．１５３
１７６

０．１５３
１７６

供試材材積
１ｍ３当たり本数

１５円／個　　手取り９０円／１パック
　　　　　　平均１８ｇ／個，６個／１パック

２４，００７
１０６，６９８
８８，９１５

１７，５９０
１１４，９６７
９５，８０６

１６，３５５
１０６，８９５
８９，０７９

１２，０１６
７８，５３６
６５，４４７

収益
　Ｍサイズ以上収量
　１ｍ３当　〃
　収益（円／ｍ３）

　
　　　　　　クヌギ購入玉切り原木

２．８０円／個　１０，１２０個／箱
１．３３円／個　穿孔・植菌　２秒／個
　　　　　　男　８，０００円／８時間・日×１人
　　　　　　女　５，６００円／８時間・日×２人

２０，０００
４７，６４０
２６９
１２８
３９７

６７，６４０

２０，０００
５２，４４８
２０２
９６
２９８

７２，４４８

２０，０００
３４，８４８
１３４
６５
１９８

５４，８４８

２０，０００
２６，２２４
１０１
４８
１４９

４６，２２４

費用
　原木代（ｍ３当）
　植菌費（ｍ３当）
　　１本当駒代
　　１本当植菌手間代
　　１本当植菌費
　費用（円／ｍ３）

２１，２７５２３，３５８３４，２３１１９，２２３利益（円／ｍ３）

＊玉切り手間，採取手間，パック詰め手間等は考慮していない。

図－２．植菌孔からの子実体発生率の推移

図－１．植菌数別子実体発生量

図－３．成型駒使用率の推移（累計）


